
 

 
 
 
 
 

 
2016 年 12 月 28 日茨城県北部の地震の評価 

 
 

○  12 月 28 日 21時 38 分に茨城県北部の深さ約 10km でマグニチュード(M)6.3 の地震が発

生した。この地震により茨城県で最大震度６弱を観測し、被害を伴った。その後、１ 月 

13 日 16 時現在までに発生した最大の地震は、12 月 28 日 21 時 53 分に発生した M4.7

の地震で、最大震度４を観測した。M6.3 の地震の震源周辺で発生している地震活動は、

北北西－南南東方向に延びる長さ約 15km の領域で発生しており、減衰しつつも継続して

いる。 

 

○  この地震の発震機構は東北東－西南西方向に張力軸を持つ正断層型で、地殻内の浅い

地震である。 

 

○ ＧＮＳＳ観測の結果によると、今回の地震に伴って、茨城県内の里美観測点が西南西方

向に約 3cm 移動するなどの地殻変動が観測された。また、陸域観測技術衛星２号「だい

ち２号」が観測した合成開口レーダー画像の解析結果によると、最大約 27cm の沈降また

は西向きの地殻変動が観測された。 

 

○ この地震の発震機構と今回の地震活動の分布、ＧＮＳＳ観測及び合成開口レーダー画 

像の解析結果から推定される震源断層は、北北西－南南東方向に延び、西南西方向に傾斜

する長さ約 10km の正断層であった。 

 
○ 今回の地震は、平成 23 年(2011 年)東北地方太平洋沖地震の余震域で発生した。余震は

時間の経過とともに減少してきているものの、東北地方太平洋沖地震前の平均的な地震

活動状況と比べると約２倍であり、地震活動が定常的に高い状態が続く沿岸部を中心に

依然として活発な状況にある。今後も長期間にわたって余震域や内陸を含むその周辺で

規模の大きな地震が発生し、強い揺れや高い津波に見舞われる可能性があるので、引き

続き注意が必要である。 

 

○ なお、2004 年に発生したスマトラ島北部西方沖の地震（Mw9.1）では、４ヵ月後に Mw8.6、

約２年半後に Mw8.5、約５年半後に Mw7.5、約７年半後および約 11 年後に海溝軸の外側

の領域でそれぞれ Mw8.6 および Mw7.8 の地震が発生するなど、震源域およびその周辺

で長期にわたり大きな地震が発生している。 

 

平成２９年１月１３日 
地震調査研究推進本部 
地 震 調 査 委 員 会 
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12 月 28 日 茨城県北部の地震 
 

（１）概要 
2016 年 12 月 28 日 21 時 38 分に、茨城県北部の深さ 11km で M6.3 の地震が発生し、茨城県高萩市

で震度６弱、茨城県日立市で震度５強を観測したほか、東北地方から中部地方にかけて震度５弱～１
を観測した。この地震は地殻内で発生した。発震機構は東北東－西南西方向に張力軸を持つ正断層型
であった。この地震により、茨城県で軽傷２人、住家一部破損５棟などの被害を生じた（１月５日 09
時 30 分現在、総務省消防庁による）。気象庁はこの地震に対して、最初の地震波の検知から 8.9 秒後
の 21 時 39 分 0.7 秒に緊急地震速報（警報）を発表した。 

 
（２）地震活動 
ア．今回の地震の発生場所及び発生状況 
 2016 年 12 月 28 日 21 時 38 分に、茨城県北部の深さ 11km で M6.3 の地震（最大震度６弱）が発生し
た。この地震は地殻内で発生した。発震機構は東北東－西南西方向に張力軸を持つ正断層型であった。
今回の地震は、「平成 23 年(2011 年)東北地方太平洋沖地震」（以下、東北地方太平洋沖地震という）
の余震域で発生した。 
この地震発生以降、震央付近の地殻内（領域ａ）では 12 月 28 日 21 時 53 分に M4.7 の地震（最大

震度４）が発生するなど、12 月 31 日までに震度１以上を観測する地震が 29 回発生した。地震活動は
減衰しながら、北北西－南南東方向に延びる長さ約 15km の領域で西南西方向に傾斜して発生してい
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図２－１ 震央分布図 
（2011 年３月１日～2016 年 12 月 31 日、深さ０～20km、M≧2.0） 

2016 年 12 月 28 日以降の地震を濃く表示 
※今回の地震発生後には、未処理の地震が存在している。 

ａ 

図２－２ 領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 
茨城県 

茨城県 

福島県 

 

福島県 

（2016 年 12 月 28日～12 月 31 日、M≧1.5） 

 

今回の地震 

図２－３ 領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ Ａ 

今回の地震 

下図の範囲 

 「平成 23 年(2011 年) 

東北地方太平洋沖地震」 

 
東北地方太平洋沖地震 

の余震域 
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イ．最近の地震活動 
1997 年 10 月以降の活動をみると、福島県浜通りから茨城県北部にかけての地殻内（領域ｂ）では、

東北地方太平洋沖地震の発生後に地震活動が活発化し、2011年 4月 11日に発生した M7.0の地震では、
死者４人等の被害が生じた（被害は総務省消防庁による）。その活動は、全体として低下しているも
のの、2011 年以前に比べて活発な状況が継続している。 

今回の地震の震央付近では、東北地方太平洋沖地震の発生以降、M4.0 以上の地震がしばしば発生し
ており、2011 年３月 19 日には、M6.1 の地震（最大震度５強）が発生している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ．過去の地震活動 
1923 年１月以降の活動をみると、今回の地震の震央周辺（領域ｃ）では、M5.0 以上の地震が度々

発生しており、このうち、1930 年６月１日に発生した M6.5 の地震（最大震度５）では、がけ崩れ、
煙突倒壊などの被害が生じた（「日本被害地震総覧」による）。なお、地震調査研究推進本部が長期評
価を行っている主要な活断層は近くにはない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－４ 震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2016 年 12 月 31 日、深さ０～30km、M≧2.0） 

2016 年 12 月の地震を濃く表示 

今回の地震 

ｂ 

図２－５ 領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

図２－６ 震央分布図 
（1923 年１月１日～2016 年 12 月 31 日、深さ０～150km、M≧5.0） 

図中の細線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す 

CMT 

図２－７ 領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ｃ 

今回の地震 

茨城県 

福島県 
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エ．発震機構 
 今回の地震の震央付近では、東北地方太平洋沖地震発生前は、震央周辺で逆断層型の地震が主体で
あった。東北地方太平洋沖地震の発生以降は震央付近では正断層型の地震が多く発生するようになり、
震央周辺でも比較的多く発生するようになっている。今回の地震及び 2016 年 11 月 22 日に福島県沖
で発生した M7.4 の地震はともに正断層型である。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ．東北地方太平洋沖地震の余震活動 
2011 年３月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震の余震活動は次第に少なくなってきているもの

の、余震域（領域ｄ）の沿岸に近い領域を中心に、本震発生以前に比べ活発な地震活動が継続してい
る。最近では、2016 年 11 月 22 日に福島県沖で M7.4 の地震（最大震度５弱）が発生し、宮城県の仙
台港で 144cm の津波を観測した。今後も長期間にわたって余震域や内陸を含むその周辺で規模の大き
な地震が発生し、強い揺れや高い津波に見舞われる可能性がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－８ 発震機構（CMT 解）分布図 
（期間は左：1994 年１月１日～東北地方太平洋沖地震発生前、 

右：東北地方太平洋沖地震～2016 年 12 月 31 日、０～100km、M≧4.0） 
逆断層型の地震を紫、正断層型の地震を緑、横ずれ断層型の地震を黄、その他の地震を黒で表示した。 

今回の地震 

図２－９ 震央分布図 
（2011 年３月１日～2016 年 12 月 31 日、深さすべて、M≧4.0） 

2016 年の地震を濃く表示。図中の発震機構は CMT 解。 

ｄ 

今回の地震 

図２－10 領域ｄ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

福島県 

茨城県 

福島県 

茨城県 

今回の地震 

ｄ 
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（３）震度と加速度 
ア．震度分布 

最大規模の地震である12月28日21時38分の地震により震央付近の茨城県高萩市で震度６弱、茨城県
日立市で震度５強の揺れを観測した。また、28日21時53分に発生したM4.7の地震で最大震度４を観測
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

推計震度分布図 

図３－１ 12 月 28 日 21 時 38 分に発生した茨城県北部の地震（M6.3、深さ 11km、最大震度６弱）及び 21 時 53 分

に発生した茨城県北部の地震（M4.7、深さ６km、最大震度４）の震度分布図（＋印は震央を表す）。 

 

拡大図 

＜推計震度分布図について＞ 
地震の際に観測される震度は、ごく近い場所でも地盤の違いなど
により１階級程度異なることがある。また、このほか震度を推計
する際にも誤差が含まれるため、推計された震度と実際の震度が
１階級程度ずれることがある。 
 このため、個々のメッシュの位置や震度の値ではなく、大きな
震度の面的な広がり具合とその形状に着目して利用されたい。 

日立市 

高萩市 

福島県 

茨城県 

栃木県 

12 月 28 日 21 時 38 分 茨城県北部 

（M6.3、深さ 11km、最大震度６弱） 

12 月 28 日 21 時 53 分 茨城県北部 

（M4.7、深さ６km、最大震度４） 

（表示範囲は震度分布図の拡大図（上図）に等しい） 



Koketsu et al. (2012)
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



基準期間:2016/12/21～2016/12/27[R3:速報解]
比較期間:2016/12/29～2017/01/04[R3:速報解]

固定局:大潟(950241)
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解]

茨城県北部の地震(12月28日 M6.3)前後の観測データ

成分変化グラフ

国土地理院

この地震に伴い地殻変動が観測された．

地殻変動（水平）



本成果は、地震予知連絡会 SAR 解析ワーキンググループの活動を通して得られたものです。 

平成 28 年(2016 年)12 月 28 日茨城県北部の地震(Mj6.3)に関する 

合成開口レーダー解析結果 

 

 平成 28年（2016 年）12 月 28 日 21時 38分頃，茨城県北部で発生した地震（Mj6.3）に関

する,「だいち２号」データの解析結果を示す． 

 

１）地殻変動は北茨城市市街地から西約 10kｍの領域に集中しており，最大約 27cmの衛

星－地表間の距離伸張が観測された． 

２）最大の地殻変動が観測される領域では，長さ約 2km の変位の不連続が認められる． 

３）干渉画像をもとに矩形断層一様すべりの震源断層モデル（2枚のセグメントを仮定）

を構築した．主な特徴として，①南西傾斜の断層面（傾斜角 50～60°），②北北西

（北西）－南南東（南東）方向の走向，③正断層型の断層運動，④最大変位域の直

下のごく浅部に局所的な滑り，等が挙げられる． 

４）震源断層の周囲で余震が発生している． 

５）2011年 3月 19日に発生した地震（Mj6.1）で観測された地殻変動とほぼ同じ領域に

地殻変動が観測された．特に，変位の不連続の位置は同じ場所に見られる． 

 
図１ 干渉 SAR 解析から得られた地殻変動 

国土地理院



本成果は、地震予知連絡会 SAR 解析ワーキンググループの活動を通して得られたものです。 

 
図２ 震源断層モデルの概念図 

図３ （左）震源断層モデルから計算された地殻変動 （右）残差 
 

表 1 推定された断層パラメータ 

断層 緯度 経度 深さ 
km 

長さ 
km 

幅 
km 走向 傾斜 滑り角 滑り量 

m Mw 

１ 
140.604
（0.003） 

36.817 
(0.005) 

2.1 
(0.4) 

8.0 
(0.9) 

4.2 
(0.9) 

162 
(5) 

50 
(6) 

-72 
(12) 

0.7 
(0.3) 5.83 

２ 
140.605 
（0.002） 

36.825 
(0.002) 

0.1 
 (0.0) 

2.1 
(0.1) 

2.4 
(0.4) 130 59 

(11) 
-102 
(32) 

0.4 
(0.1) 5.15 

計          5.85 

※位置は断層の左上端  （ ）は誤差（1σ） 
 

表２ SAR データ（だいち 2 号）諸元等 

観測日 
衛星進行

方向 

電波照射

方向 
観測モード 入射角 垂直基線長 

1 回目（地震前）2016 年 11 月 17 日 
2 回目（地震後）2016 年 12 月 29 日 南行 右 高分解能 36° +28 m 

 

国土地理院
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A

B

3113 2011 3
786 2011 4


	[調300-(2)-1]評価文（12月28日茨城県北部の地震）確定
	茨城抜粋（図表_確定版）



